
男子 31 回・女子 44 回全国都道府県対抗駅伝競走大会 代表選手等の選考方針 

 

 

１ 目的 

 標記大会に山形県代表として出場し、男子チーム・女子チームとも目標に掲げる成績を達成するた

め、以下記載の方針で山形県代表選手を選考する。 

   男子チーム目標＝過去最高順位である２３位以上。 

   女子チーム目標＝２時間２２分００秒以上で２５位以上。 

 

２ 大会の概要 

  ［日程］ 女子駅伝大会   ２０２６年１月１１日（日）  京都市 

男子駅伝大会   ２０２６年１月１８日（日）  広島市 

 

［チーム編成］（大会規定による・以下は予定） 

女子 監督１名・コーチ２名・支援コーチ若干名・選手１３名 

［選手は、ｼﾞｭﾆｱＡ（高校生）４名以上、ｼﾞｭﾆｱＢ（中学生２年生以上）３名以上含まれること］ 

 

男子 監督１名・コーチ２名・支援コーチ若干名・選手１０名 

［選手は、ｼﾞｭﾆｱＡ（高校生）３名以上、ｼﾞｭﾆｱＢ（中学生２年生以上）２名以上含まれること］ 

 

［区間・距離］ 

［女子］  ９区間 ４２．１９５km         ［男子］  ７区間 ４８ｋｍ 

区間 距 離 備  考  区間 距 離 備  考 

1 ６ｋｍ 

中学生は３区・８区 

高校生は３区間以上起用 

ふるさと選手は２区間以内 

 1 ７ｋｍ 高校生 

2 ４ｋｍ  2 ３ｋｍ 中学生 

3 ３ｋｍ  3 ８．５ｋｍ 一般・大学 

4 ４ｋｍ  4 ５ｋｍ 高校生 

5 4.1075ｋｍ  5 ８．５ｋｍ 高校生 

6 4.0875ｋｍ  6 ３ｋｍ 中学生 

7 ４ｋｍ  7 １３ｋｍ 一般・大学 

8 ３ｋｍ  ※ふるさと選手は、1区間以内 

9 １０ｋｍ     

 

３ 標準記録 

 

 (1)２０２５年度都道府県対抗駅伝競走大会の選手選考に係る標準記録を表－1 のとおり設定する。 

(2)２０２５年４月１日～１１月２２日までの間に、県内外問わず公認のトラックレースにおいて、

表-1に定める標準記録を突破した選手の中から代表選手と選考する。 

 

 

 

 



 表－１ 

 区分 中学生 高校生 大学一般 

男 

子 

種目 1500m 3000m 3000mSC 5000m 5000m 10000m 

Ａ標準 4’07”00 8’57”00 9’12”00 14’25”00 13’55”00 28’40”00 

Ｂ標準 4’11”00 9’04”00 9’18”00 14’35”00 14’10”00 29’10”00 

Ｃ標準 4’15”00 9’10”00 ― ― ― ― 

女 

子 

  

種目 1500m 3000m 3000m 5000m 5000m 10000m 

Ａ標準 4’38”00 9’50”00 9’30”00 16’40”00 15’50”00 33’10”00 

Ｂ標準 4’44”00 10’05”00 9’45”00 17’00”00 16’10”00 33’50”00 

Ｃ標準 4’50”00 10’20”00 ― ― ― ― 

 

＜大学一般＞ Ａ：全国大会上位入賞記録相当     Ｂ：全国規模大会決勝進出記録相当 

 

＜ 高校生 ＞ Ａ：全国高校総体決勝進出相当     Ｂ：東北高校陸上入賞記録相当 

 

＜ 中学生 ＞ Ａ：全国中学陸上標準記録相当     Ｂ：東北中学大会入賞記録相当  

Ｃ：東北中学大会出場記録相当 

 

４ 代表選手選考方針 

(1) 代表選手は、標準記録突破者の記録上位者から選出する。ただし、標準記録を突破していなく

ても、以下の場合は記録上位者から選考する。 

① 標準記録を突破する選手が、下記エントリー数に達しない場合 

② 代表選手選考時点において､標準記録を突破した選手に故障等があり本来の競技力を発揮

できないと判断される場合 

    男子 ［中学生３名，高校生４名，一般・大学生３名］ 

    女子 ［中学生３名，高校生５名程度，一般・大学生５名程度］ 

(2)中学生及び高校生においては、県・東北中学駅伝、県・東北高校駅伝、９月以降の主要トラック

レースの成績も考慮して選考する。 

 (3) 県外在住の一般及び大学生のふるさと選手の選考においては、所属先の指導者との連携を密に

し、コンディションを把握したうえで選考するものとする。 

 (4)リザーブ選手（代表選手決定後、故障や病気等によりエントリー変更が生じた場合）をカテゴリ

ー毎に原則１名を選出しておく。 

 

５ その他 

 (1)代表選手に選考され、これを受諾した選手は、本県の代表選手としての自覚を持ち、本協会が 

実施する強化事業に原則参加しながら本大会に備える。 

(2)エントリー変更が発生した場合、４ 代表選手選考方針により必要選手を追加選考する。 

(3)リザーブ選手も強化事業には参加する。 

 

 


